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江
戸
時
代
に
翻
訳
さ
れ
た
テ
リ
ア
カ
の
処
方
の
多
く
は
、
そ
の

原
方
が
何
で
あ
る
か
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
原

方
が
記
さ
れ
て
い
る
僅
か
な
例
を
頼
り
に
す
る
と
、
も
と
の
薬
物

を
ど
の
よ
う
に
訳
し
た
か
が
わ
か
る
。
本
報
告
で
は
、
テ
リ
ア
カ

の
中
で
薬
味
が
少
な
く
、
ま
た
、
最
も
後
の
時
代
に
ま
で
生
き
続

け
た
「
四
味
の
テ
リ
ァ
カ
（
テ
リ
ァ
カ
・
デ
ィ
ア
テ
ッ
サ
ロ
ン
こ
を

中
心
に
、
日
本
に
お
け
る
テ
リ
ア
カ
の
受
容
を
検
討
し
た
い
。

藤
林
普
山
は
「
西
医
今
日
方
」
（
一
八
四
七
年
）
の
中
で
「
小
テ
リ

ァ
カ
、
一
名
テ
リ
ア
カ
・
ヂ
ャ
テ
ッ
サ
ロ
ン
」
を
「
龍
胆
、
蝮
蛇

（
若
ク
ハ
青
木
香
）
、
ラ
ウ
リ
イ
ル
実
、
没
薬
」
と
記
し
て
い
る
。
こ

れ
を
原
方
と
比
較
す
る
と
、
①
ゲ
ン
チ
ア
ナ
を
龍
胆
に
、
②
跨
身
‐

ミ
Ｏ
Ｓ
骨
ミ
ミ
ミ
奇
を
蝮
蛇
（
も
し
く
は
青
木
香
）
、
③
月
桂
樹

（
旨
ミ
鼠
呂
）
の
果
実
を
ラ
ウ
リ
イ
ル
実
、
④
ミ
ル
ラ
を
没
薬
、

と
訳
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
③
と
④
の
訳
に
つ
い
て
は
全
く

妬
日
本
に
お
け
る
テ
リ
ア
カ
の
受
容

中
村
輝
子
・
遠
藤
次
郎

問
題
は
な
く
、
ま
た
、
①
に
関
し
て
も
、
ゲ
ン
チ
ア
ナ
と
龍
胆
は

と
も
に
リ
ン
ド
ウ
科
に
所
属
す
る
苦
味
性
を
有
す
る
生
薬
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
龍
胆
を
ゲ
ン
チ
ア
ナ
の
代
用
薬
に
す
る
こ
と
は
妥
当

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
②
の
附
註
に
あ
る
』
．
ざ
ミ
ミ
昔
を
青
木
香
に

当
て
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
青
木
香
の
原
植
物
は
今
日
で
も

』
爵
ど
き
Ｓ
昔
（
ゥ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
）
属
植
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
穏

当
な
翻
訳
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
問
題
と
な
る
の
は
、
陸
．

ざ
冒
苫
§
を
蝮
蛇
（
マ
ム
シ
）
と
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
ウ
マ
ノ

ス
ズ
ク
サ
属
の
一
部
の
も
の
が
呂
農
①
３
２
と
呼
ば
れ
る
こ
と

に
由
来
す
る
誤
訳
と
も
と
れ
る
が
、
青
木
香
と
い
う
代
用
薬
を
知

り
な
が
ら
も
蝮
蛇
を
当
て
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
何
ら
か
の
意
図

を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
』
・
ミ
ミ
ミ
昔
を
蝮
蛇
と
翻
訳
し
た
の

は
、
普
山
が
初
め
て
で
は
な
い
。
『
西
医
今
日
方
」
以
前
の
医
書
と

推
定
さ
れ
る
「
底
野
迦
方
』
（
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
）
中
に
み
ら
れ

る
四
味
の
テ
リ
ア
カ
の
蝮
蛇
も
、
』
．
ざ
ミ
ミ
昔
の
訳
と
推
察
さ
れ

る
。
本
書
に
は
四
味
か
ら
な
る
テ
リ
ア
カ
が
八
例
ほ
ど
収
載
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
坐
．
ざ
冒
苫
§
の
訳
に
注
目
す
る

と
、
二
例
が
蝮
蛇
、
四
例
が
（
土
）
青
木
香
で
あ
り
、
馬
兜
鈴
（
ウ

マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
属
植
物
）
な
ら
び
に
革
薄
（
ヤ
マ
ノ
イ
モ
科
オ
ニ
ド
コ
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ロ
な
ど
）
が
各
一
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
中
国
の
本
草
書

で
も
解
毒
作
用
を
記
し
て
い
る
。

四
味
の
テ
リ
ア
カ
に
限
っ
て
言
え
ば
、
隆
ざ
言
苫
§
を
蝮
蛇
に

当
て
る
例
は
極
端
に
多
く
は
な
い
も
の
の
、
「
底
野
迦
方
』
に
記
さ

れ
て
い
る
全
処
方
、
二
四
処
方
中
、
蝮
蛇
（
反
鼻
）
を
用
い
る
例
が

一
五
処
方
に
も
の
ぼ
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。

江
戸
時
代
の
初
め
か
ら
江
戸
未
に
至
る
主
要
な
医
書
に
見
ら
れ

る
テ
リ
ア
カ
の
処
方
を
蒐
集
し
た
赤
松
金
芳
氏
の
報
告
（
日
本
医

事
新
報
、
一
九
三
四
）
を
見
て
も
、
六
一
処
方
中
の
五
○
処
方
の
テ

リ
ア
カ
に
マ
ム
シ
が
配
合
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
の
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
江
戸
時
代
末
期
の
藤
林
普
山
が

崖
・
ざ
ミ
ミ
§
を
蝮
蛇
に
あ
て
た
背
景
に
は
、
テ
リ
ァ
カ
に
は
マ
ム

シ
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
見
方
が
存
在
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ

ギ
リ
シ
ャ
、
ア
ラ
ブ
医
学
な
ど
に
お
い
て
は
、
毒
ヘ
ビ
を
入
れ

た
テ
リ
ア
カ
は
初
期
の
時
代
の
も
の
に
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

最
も
古
い
テ
リ
ア
カ
で
あ
る
ア
ン
ド
ロ
マ
ク
ス
（
一
世
紀
）
の
テ
リ

ア
カ
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
毒
ヘ
ビ
類
の
使
用

は
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
姿
を
消
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。
た

る
0

と
え
ば
、
ア
ラ
ブ
医
学
の
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
解
毒
薬
に
つ
い
て
の

著
作
二
一
九
八
年
）
に
お
い
て
も
、
同
書
が
記
す
単
味
の
解
毒
剤
、

一
六
○
種
類
の
中
に
毒
ヘ
ビ
類
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

日
本
が
受
容
し
た
テ
リ
ア
カ
は
、
そ
の
初
期
の
も
の
か
ら
時
代

が
下
っ
た
も
の
ま
で
、
雑
多
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
体
的

に
は
蝮
蛇
が
入
っ
た
処
方
が
多
い
。
こ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、

蝮
蛇
に
悪
瘡
を
治
す
作
用
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
く
ご
国
（
ク
サ
リ

ヘ
ビ
）
の
訳
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
ど
房
ど
き
＆
§
な
ど
の
代
用
薬

で
あ
っ
た
と
も
み
ら
れ
る
。
な
お
、
中
国
の
本
草
書
に
は
、
今
日

日
本
で
使
っ
て
い
る
マ
ム
シ
の
強
壮
薬
的
な
使
い
方
は
見
ら
れ
な

い
。
日
本
に
お
け
る
マ
ム
シ
の
幅
広
い
応
用
は
、
あ
る
い
は
テ
リ

ア
カ
の
受
容
に
も
関
連
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
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）


